平成29年度 研究発表会 プログラム
	時　　間
	内　　　容

	10:30～10:34
10:34～10:47
10:47～11:00
11:10～12:10
13:00～14:00
14:10～14:23
14:23～14:36
14:36～14:49
14:49～15:02
15:02～15:15
15:15～15:35
15:35～15:48
15:48～16:01
16:01～16:14
16:14～16:27
16:27～16:40
16:40～16:53

16:53～17:00
	開会の挨拶・・・黒木 貴一 支部長
発表①　「活断層と温泉と地熱開発」への応用地質学的アプローチ

○清﨑淳子(株式会社エネコム)
発表②　島根県匹見町の泉源探査と掘削工事
○田口 修・野北雅洋(日本地研株式会社)
--------------------（休　　憩　10分）---------------------
特別講演①　「別府温泉の構造」
京都大学　由佐 悠紀　名誉教授
--------------------（昼休み　50分）------------------------
特別講演②　「タイトル未定(熊本地震関連)」
国際航業株式会社 向山 栄 様
--------------------（休　　憩　10分）---------------------
発表③　地質リスクの原因となる第四紀層中の小断層発生機構
○吉村 辰朗(明大工業株式会社)

発表④　日本応用地質学会九州支部のアウトリーチ活動と今後の展望

〇矢田 純((株)カミナガ),黒木 貴一(福岡教育大学),矢野 健二((株)ジオテック技術士事務所),宮崎 精介・花村 修・肘井敬明((株)九州地質コンサルタント),山本 茂雄(中央開発(株)),撰田 克哉(日本地研(株)),梅崎 基孝((株)アバンス)
発表⑤　新燃岳噴火後の中岳沢における土砂の移動
〇高谷精二(宮崎応用地質研究会)
発表⑥　地質特性によるため池新規盛土の確保・問題点
〇吉松史徳(明大工業株式会社)
発表⑦　教育機関の沿革史による地域防災情報の収集（予報）
〇山田好之助(藤永地建(株))
ポスターセッション
P-①　島原半島，唐比低地の湿地堆積物に記録された千々石断層の完新世の活動
〇中西利典(京都大学),木村治夫(電力中央研究所),堀川義之・山崎圭二(元福岡大学),堤 浩之(同志社大学),ホン ワン(KIGAM),奥野 充(福岡大学)
発表⑧　被災地におけるUAV測量およびLPデータによる土石流量の算出

〇有留千博(（株)ダイヤコンサルタント 九州支社)
発表⑨　日田市小野地区、梛野対岸の地すべり機構
〇梅﨑基考((株)アバンス),徳田充樹(新地研工業(株)),碓井敏彦(新日本グラウト工業(株)),宮崎精介(（株)九州地質コンサルタント),日本応用地質学会九州支部九州北部豪雨災害WG
発表⑩　日田市小野地区、梛野対岸地すべりの水文地質的背景(予報)
〇宮崎精介(（株）九州地質コンサルタント),栢木智明(合同会社水文LLC),肘井敬明(九州地質コンサルタント(株)),寺本光伸(合同会社水文LLC),梅﨑基考((株)アバンス),日本応用地質学会九州支部九州北部豪雨災害WG
発表⑪　乙石川沿いの斜面崩壊の分類：その分布と特徴
〇山本茂雄(中央開発(株)),矢田純((株)カミナガ),細矢卓志(中央開発(株)),矢野健二((株)ジオテック技術士事務所),日本応用地質学会九州支部九州北部豪雨災害WG

発表⑫　乙石断層（仮称）の露頭と活動性
〇細矢卓志・山本茂雄(中央開発(株)),矢田純((株)カミナガ),矢野健二((株)ジオテック技術士事務所)

発表⑬　平成29年7月九州北部豪雨災害により赤谷川～乙石川で発生した土石流・土砂流堆積物の特徴－繰り返し活動の痕跡－

〇矢野健二((株)ジオテック技術士事務所),矢田純((株)カミナガ),山本茂雄・細矢卓志(中央開発(株)),小泉友美(（株)九州地質コンサルタント), 日本応用地質学会九州支部九州北部豪雨災害WG
閉会の挨拶・・・牧野 隆吾 副支部長


